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D-95 超音波検査（断層撮影法）（関節リウマチ） 

 

《令和 3 年 9 月 7 日新規》  

 

○ 取扱い 

 原則として、「関節リウマチ」に対する診断及び経過観察を目的として

実施した「超音波検査（断層撮影法）（その他）」の算定は認められる。 

 

○ 取扱いの根拠 

 「関節リウマチ」の骨破壊の原因である滑膜炎の存在と、リウマチの特

徴的な骨破壊像である骨びらんを描出することができるため「超音波検査

（断層撮影法）（その他）」が有用である。 

 

○ 留意事項 

 経過観察として認める場合の期間（算定間隔）については、個々の症例

により適正なものとすること。 

 


